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「自分が成長する夏休み」にしよう
～ 目標や計画を大切に ～

校長 ウォルターズ かおり

今日で１学期が終わります。１年生は、明るく元気なあいさつや時間を意識した行動な
ど、入学当初と比べてできることが増えてきました。また、２年生から９年生も、授業や
学校行事での多くの学びや体験を通して、大きく成長しています。終業式にあたり、１学
期に頑張ったことをご家族で振り返ったり、２学期に向けて学習や学校行事への意欲を高
めたりする機会にしていただきたいと思います。

明日から始まる夏休み、自分で決めたこ
とを確実に実行するためにも、左のような
「目標達成シート」を活用してみてはどう
でしょうか。
表の①～⑧の枠には、自分で考えたり、

家族と話し合ったりして、実行できそうな
目標を決めます。「一人では難しそう…」
という人は、家族や友だちと同じ目標を考
えて、励まし合いながら取り組むのも楽し
そうですね！
また、目標を達成するために、例えば、

以下のように、①～⑧の目標をより具体的
に考えるなど、楽しみながら工夫して取り
組みましょう。

人は、目標に向かって努力することを通して大きく成長
します。自分を成長させることができるのも自分です。
成長を実感できる夏休みとなるよう、是非、自分で決め

た目標や計画にチャレンジしてほしいと思います。

保護者や地域の皆様、１学期間、本校の教育活動にご理
解、ご協力をいただき、誠にありがとうございました。
子供たちが安全で楽しく充実した日々を過ごせるよう、

夏休み中も温かく見守っていただきますよう、よろしくお
願いいたします。

平和について考える機会を

６月23日（土）の東
郷地域健康スポーツフ
ェスティバルや、７月 ６月18日（火）
６日（土）の東郷地域 の昼休み、図書
福祉合同スポーツ大会 室で「東郷学園
では、東郷もりあげ隊 ビブリオバトル」
が大活躍しました。 が開催されまし
当日は、会場準備から撤収まで率先して取り た。

組んだり、競技に参加し、地域の方々との交流 このビブリオ
を深めたりして、地域の方々にも大変喜んでい バトルは、本校

ただきました。 独自のルールを
今後も東郷のために「東 決めて行っています。児童生徒会学習部が企画

郷もりあげ隊」は活動し したもので、希望者がおすすめの本を持ち寄り、
ます。まだ隊員でない児 それぞれの本の魅力について伝え合うというも
童・生徒のみなさん、今 のです。前期生と後期生が１つのグループにな
年の合言葉は「東郷もり ってそれぞれが本の魅力を語ります。当日は、
あげ隊に入ろうぜ！」で ゆっくり、はっきり話したり、途中に解説を加

す。あなたも一緒に活動しませんか？ えたりするなど、
相手に分かりやす
く伝えようと工夫

７月13日の土曜授業 する姿が見られま
で、５～９年生が地域 した。
貢献活動を行いました。 このビブリオバ
事前学習として、地 トル、夏休みにご

域の方々と話し合い、 家庭でも取り組んでみられたらいかがでしょう
当日は、清掃活動等の か。一緒に読書をしたり、おすすめ
ほか、地域の魅力を高 の本を伝え合ったりすることで

めるのぼり旗や提灯制作、 親子の絆がより一層深まる
高齢者の方々との交流な ことと思います。
ど、現地での活動に取り組 子供たちが読書を通じて
みました。 素敵な時間を過ごせるよう
活動を終えて、「貢献で 願っています。

きた」と目を輝かせる児童
生徒の姿からは、達成感や
成長が感じられました。地
域の皆様のご協力に深く感
謝いたします。

「子供の居場所・親子の絆」コーナー
おすすめの本を紹介しよう！

～東郷学園「ビブリオバトル」～

～おめでとうございます！～

【木原杯ソフトテニス大会】
中学生男子個人戦 ３位 ９年 西柳 皇葉
中学生男子個人戦 ３位 ８年 皆元 陸遥

○ ８月21日（水） 出校日 ※ 通常登校 下校時刻は10:45
○ ８月24日（土） 第１回ＰＴＡ愛校作業 ※ 予備日 ８月31日(土)

＜保護者並びに地域の皆様へのお知らせ＞

鹿児島県教育委員会は、学校における業務改善の一環として「リフレッシュウィ－ク」と「学

校閉庁日」を設けています。ご理解とご協力をお願いします。

【リフレッシュウィ－ク（８月11日～８月17日）】

【学校閉庁日（８月13日、14日、15日）】校内業務や電話対応を含む対外的な業務を行いません。

★ 夏休み中の平日（業務日）は、８：15～16：45の時間帯で開庁します。

８月の主な行事予定

「気付き、考え、貢献する」学園生

東郷もりあげ隊 大活躍！！

現在も、世界各地で争いが起こり、何の罪もない人たちの命や住む場所が奪

われています。日本でも、安心・安全に過ごせる日常が当たり前ではなく、多

くの命が失われたり、大切な人たちと離ればなれにならなければならなかった

りした時代がありました。

広島、長崎に原子爆弾が投下された８月６日、８月９日や終戦の日の８月１

５日には、毎年、追悼式典が行われます。ご家庭でも、犠牲になった方々のご

冥福をお祈りするとともに、戦争の悲惨さや平和の尊さ、また、友だちとのよ

りよい関係づくりなどについて考える機会をもっていただきたいと思います。


